
 

 

 

 

 

令令令和和和４４４年年年度度度   期期期成成成会会会総総総会会会（（（書書書面面面総総総会会会）））開開開催催催   

   

   

   

   

   

   

                                                                                              

   

報 告 説  明  事  項 内     容 

第１号 
今金南地区及び北地区における事業の実施

について 
令和４年度の工事、設計業務等について報告 

議 案 議        事 内     容 

第１号 令和３年度活動報告 役員会の開催及び中央要請活動などの報告 

第２号 令和３年度期成会会計収支決算報告 活動費に係る収支決算の報告 

第３号 
令和３度促進事業積立金会計収支決算報告 

監査報告 

促進事業（夏期施工に伴う減収対策）に係る特別会計 

収支決算の報告 及び、令和３年度決算の監査報告 

第４号 
今金町国営農地再編整備事業促進期成会慶 

弔規程の一部改正（案）について 
慶弔費規程の一部改正 

第５号 令和４年度活動計画（案）について 中央要請活動及び研修会などの活動計画 

第６号 
令和４年度期成会会計収支予算（案）につ 

いて 
活動費に係る収支予算 

第７号 
令和４年度促進事業積立金会計収支予算 

（案）について 

促進事業（夏期施工に伴う減収対策）に係る特別会計 

予算 

国営農地再編整備事業だより 
    №1５   令和４年５月１９日 発行  今金町国営農地再編推進本部 

 ５月１３日、今金町民センター２階大会議室において令和４年度期 

成会総会が書面総会の形式で開催されました。 

 書面総会形式での総会の開催は、新型コロナウィルスの世界的流行 

による感染防止対策のため、令和２年度から行われており、今年も、 

基本的に役員のみが出席する形での開催となりました。 

 当日は、１０５名分の書面議決書の提出があり、会議の冒頭に内ヶ 

島会長から 「 区画整理工事は、南地区と北地区をあわせて１，４６２ｈａ、 

計画面積に対して約６１％の進捗状況となっています。本事業における事業 

効果がますます見受けられており、今後においても、農地集積を図り農業生産の向上や営農の効率化の面でよ

り大きな効果を期待しています。」との挨拶のあと、佐藤弘一議長の進行のもと、報告事項１件、議案７件に

ついて議事が進められ、全ての議案が原案通り承認されました。 

議長に選任された佐藤弘一氏 

～～～   報報報告告告及及及びびび議議議案案案審審審議議議ののの内内内容容容   ～～～ 



   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今 金 南 地 区 今 金 北 地 区 
 

〇区画整理工事 

・下八束北工区 

・下八束南工区 

・北八束第２北工区 

・北八束第２南工区 

・北八束第１工区 

 

 

 

３２．7㏊ 

２４．２㏊ 

１６．８㏊ 

２６．７㏊ 

１６．８㏊ 

 

〇区画整理工事 

・鈴岡南工区 

・神丘工区 

・西神丘南工区 

 
 

 

 

 

〇測量・設計業務 

・南利別北工区 

・南利別南工区 

・南利別西工区 

 

 

９．３㏊ 

１６．０㏊ 

３３．７㏊  

 

 

 
 

 

３４．２㏊ 

１８．８㏊ 

２５．０㏊ 

工事期間中に、やむを得ず振動や騒音が発

生し、ご迷惑をおかけするかもしれませんが、

何卒皆さまのご理解とご協力をお願いいたし

ます。 

令和４年度 工事ならびに設計業務 及び 位置図 



 

 

  今年度、新たに「白石土取場」が設置されることと 

なりました。この「白石土取場」から採取した土は、 

主に八束、白石地区での農道の盛土材として使用され 

る予定です。 

  また、令和５年度に設置予定の「種川土取場」の準 

備工事も今年度行われます。現地に植生している樹木 

伐採などの工事が行われますので皆様のご理解とご協 

力をお願いいたします。 

 

土取場の設置や運営には大型車両など工事車両が多 

く通行します。事故など起こさないよう、細心の注意 

を払い施工して参りますので、皆様のご理解とご協力 

をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

除礫工の施工方法の訂正と施工に当たっての詳細を、４月２１日に開    

催した期成会役員会にて決定し「設計・施工基本ルール」が改正され 

ました。 

 〈主な改正内容〉 

  ・除礫機械（ストーンローダ、ストーンクラッシャー等）は、確保 

が困難であるため、機械による除礫は実施しません。 

 ・除礫工は「本体施工と同年度」且つ「各ほ場１回」を原則とします。 

  ※追加の除礫要望（２回目）があった場合は、含礫状況または営 

農に対する支障度合いなどを勘案し、推進室及び期成会役員と 

立会のうえ決定。 

 ・施工方法は、表土はぎを２層（上層部１５cm、下層部 10cm）に 

分割し２段階施工を実施します。 

 

【施工イメージ】 

        ブルによる表土扱いは上層と下層の２回施工をしており、 

目視により施工中に大礫を発見出来たら除去する。 

 

 

 

 

 

「設計・施工基本ルール」の改正について  

白石土取場 

新たな土取場「白石土取場（南地区）」が設置されます   

BD 

基盤 

作土（下層 10cm） 

作土（上層 15cm） 

八束交流センター（旧八束小） 



 

 

【確定測量の目的】 確定測量とは、工事が終了した工区において、土地の境界、地積、地目を確定する

ための測量です。この確定測量に基づき換地計画を定め、最終的な換地処分登記を行

います。 

【今金の実施状況】 本町の確定測量は、令和２年度から今金南地区の鈴金・豊田地区（道道南側）で６

９haが実施され、令和３年度には今金南地区の鈴金・豊田地区で１４４ha、今金北

地区の田代稲穂地区で２９１haが実施されております。 

【今年度の内容】 今年度の確定測量は、今金南地区の鈴金・春日井地区（道道北側）で２３２ha、

今金北地区の田代稲穂地区で１３１ha、神丘・トマンケシ地区で１５７haの実施を

予定しております。 

【今 後 の 予 定】 確定測量は、来年度以降も工事が完了した工区から順次実施していく予定です。 

 

▼令和４年度確定測量業務位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼確定測量の実施に当たっての注意事項 

   ①「見出し杭（木杭 90cm）」は、８月上旬ごろから設置していきます。作業の混乱や遅延の原因

となりますので、動かしたり抜いたりしないでください。 

    ※特に進入路やターン農道の無いほ場は、見出し杭が農地に入り込む場合があります。お手数を

おかけいたしますがご注意くださいますようお願いいたします。 

   ②「境界杭（プラスチック杭）」は１０月下旬ごろから設置していきます。この杭は、最終成果とな

りますので、動かしたり抜いたりしないでください。 

   ※確定測量の杭について、どうしても農作業の支障になる場合などございましたら、推進本部（電

話 82－3901）までご連絡くださいますようお願いいたします。 

 

確定測量が実施されます 


